
STEP１

設置場所の草を事前に刈り取り、地面の凸凹はなるべくならして下さい。

STEP２

涼しい所で支柱に目安ラインをつけてフックを取り付けます。 

・（例）猪用 

・動物別目安ライン 



STEP３

支柱を目安ラインまで打ち込みます。 

（地面の固さで調整して下さい。柵線を張った際に地面に対して平行になるように地形に合わせて支柱間隔を調整します） 

・平坦な場合 ４M間隔  

・凸凹の場合 

STEP４

柵線を張り、出入口（ゲート）を作ります。 

（下の段より張って頂くと作業が行い易いです） 

・ゲートの作り方（例） 

余った線は沿わせるようにして取り付けます。  

STEP５

柵線の高さの確認と上下の結線を50～100Mに１ヶ所を目安につけます。又、きけん表示板を人通りの多い所に掲示して下

さい。  



STEP６

本器を設置します。 

出力コードを柵線に、アース棒をすべて埋めて接続します。 

本器とアース棒は囲場の中へ入れて下さい。  

STEP７

本器の電源を入れテスターにて出力を確認します。 

テスターにて出力を確認します。 

5000V以上確認出来ましたら設定完了になります。 

すべての段をチェックして下さい。 




